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拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

五
四

（
二
八
二
）

拷
間
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
難
纂
（
』
）

手

塚

堕
凪

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
明
治
の
は
じ
め
、
法
制
官
、
元
老
院
の
書
記
官
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

議
官
等
を
歴
任
し
た
細
川
潤
次
郎
の
奮
藏
文
書
を
集
成
し
た
「
吾
園
文
書
」
の

明
治
八
、
九
年
の
綴
り
込
み
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
太
政
官
十
行
罫
紙

十
四
枚
に
筆
爲
さ
れ
た
拷
問
駿
止
に
關
連
す
る
文
書
で
あ
る
。

　
明
治
前
期
に
お
け
る
拷
問
制
度
駿
止
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
私
が
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
く
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ま
、
そ
の
過
程
の
概
況
を
摘
記
す
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
七
　
年
　
八
月
二
十
五
日
　
　
司
法
省
布
達
を
以
て
拷
問
の
届
出
制
を
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
。

　
八
　
年
　
四
月
十
五
日
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
大
木
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
卿
宛
塵
止
意
見
書
の
提
出
。

同
　
年
　
五
月
二
十
日

同
　
年

九
　
年

七
月
十
五
日

四
月
二
十
五
日

同
　
年
　
四
月
二
十
六
日

同
年
　
五
月
　
九
　
日

　
同
じ
く
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
よ
り
塵
止
建
白
書
の

提
出
。

　
元
老
院
に
封
し
拷
問
塵
止
案
の
下
附
。

　
元
老
院
に
お
い
て
陸
奥
宗
光
議
官
提
出
「
改

定
律
例
第
三
百
十
八
條
改
正
に
關
す
る
意
見

書
」
（
自
白
必
要
主
義
を
改
め
、
断
罪
依
謹
の

原
則
を
定
め
ん
と
す
る
も
の
i
手
塚
註
）
議

決
。

　
司
法
省
よ
り
自
白
な
く
と
も
他
の
謹
擦
に
よ

つ
て
裁
到
を
行
い
た
き
旨
の
伺
を
太
政
官
に
提

出
。　
元
老
院
に
封
し
そ
の
意
見
書
に
も
と
づ
く



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
改
定
律
例
第
三
百
十
八
條
改
正
案
」
の
下
附
。

同
年
五
月
二
十
二
日
　
右
法
案
を
元
老
院
で
議
決
。

同
　
年
　
六
月
　
十
　
日
　
　
右
法
案
を
太
政
官
布
告
第
八
十
六
號
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
布
。

同
年
九
月
二
十
八
日
　
司
法
省
は
「
噺
罪
謹
接
」
の
件
を
、
各
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
お
よ
び
府
縣
に
布
達
。

十
二
年
　
三
月
十
四
日
　
　
司
法
省
よ
り
拷
問
制
度
の
全
般
的
駿
止
を
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
。

同
　
年
　
六
月
　
十
　
日
　
　
元
老
院
に
封
し
「
拷
訊
二
關
ス
ル
法
令
捌
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
儀
布
告
案
」
を
下
附
。

　
同
　
年
　
六
月
十
九
日
　
　
右
法
案
を
元
老
院
で
議
決
。

　
同
　
年
　
十
月
　
八
　
日
　
　
右
法
案
を
太
政
官
布
告
第
四
十
二
號
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
布
。

　
以
上
の
輕
過
に
お
い
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
が
、
ど
こ
に
位
置
す
る
か

を
次
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　
前
に
も
一
言
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
八
、
九
年
頃
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
確
實
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
そ
れ
が
八
年
七
月
十
五
日
の
元
老
院
下
附
案
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測

で
あ
る
。
こ
の
下
附
案
を
め
ぐ
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
從
來
、
蝕
り
詳
し
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
は
わ
か
つ
て
い
な
い
。
陸
奥
宗
光
が
九
年
四
月
の
前
掲
意
見
書
で
、

　
　
　
　
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

　
　
今
夫
ノ
拷
訊
ノ
事
、
内
外
論
議
最
モ
喧
擾
ニ
シ
テ
、
其
駿
止
ヲ
欲
ス
ル
モ

　
ノ
多
キ
ニ
居
ル
、
是
ヨ
リ
先
キ
明
治
八
年
七
月
十
五
日
、
内
閣
既
二
其
議
案

　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
じ
　
　
い
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ち

　
ヲ
以
テ
本
院
二
邊
付
セ
リ
、
以
テ
其
之
ヲ
塵
ス
ル
ハ
内
閣
二
於
テ
モ
決
シ
テ

異
議
ア
ラ
サ
ル
ヲ
謹
ス
ヘ
シ
、
然
レ
ト
モ
多
年
慣
用
ノ
久
シ
キ
、
一
朝
俄
二

之
ヲ
慶
止
ス
ル
、
或
ハ
恐
ル
頑
強
兇
猛
ノ
徒
因
テ
以
テ
法
網
ヲ
逃
レ
、
反
テ

　
良
民
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
事
ヲ
、
況
ン
ヤ
一
旦
之
ヲ
塵
セ
ハ
之
ヲ
復
起
セ
ン

　
ト
欲
ス
ル
モ
亦
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
ヤ
、
故
ヲ
以
テ
其
郭
中
串
山
籍
か
（
稽
嬬
）

　
と
述
べ
、
ま
た
同
意
見
書
を
審
議
し
た
元
老
院
本
會
議
で
、
山
口
倫
芳
（
議

（
4
）
官
）
が
、

　
　
昨
年
、
此
議
案
（
八
年
七
月
＋
五
日
下
附
案
を
指
す
ー
手
塚
註
）
ヲ
下

　
附
セ
ラ
レ
シ
時
、
予
其
取
調
ノ
委
員
タ
リ
、
其
時
可
否
如
何
ト
思
考
シ
テ
自

　
カ
ラ
可
ト
決
セ
リ

　
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
わ
ず
か
に
元
老
院
關
係
者
に
よ
つ
て
七
月
十

五
日
下
附
案
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
全
て
の
資
料
で
あ
る
。
ま
た
八
年
七
月

三
十
一
目
の
東
京
日
日
新
聞
が
、

　
　
窃
カ
ニ
聞
ク
拷
問
可
塵
否
ノ
議
案
ハ
既
二
元
老
院
二
廻
リ
不
日
ニ
シ
テ
將

　
二
此
議
案
二
付
テ
ノ
會
議
ヲ
開
カ
ソ
ト
セ
リ
ト
云
ヘ
リ
。

　
と
報
じ
、
さ
ら
に
同
年
八
月
十
六
目
の
同
新
聞
に
、
末
松
謙
澄
が
元
老
院
の

状
況
を
論
じ
た
記
事
の
一
節
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
じ
　
ら
　
ヤ
　
し
　
し
　
　
パ
ま
ま
レ

　
　
聞
ク
、
議
案
ガ
元
老
院
二
移
レ
ル
モ
ノ
拷
問
可
塵
否
案
、
畑
草
税
案
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
二
八
三
）



　
　
　
　
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

方
官
會
議
二
決
ス
ル
所
ノ
議
案
（
地
方
民
會
案
ハ
除
ケ
リ
）
、
新
律
中
二
改
正

　
ス
ベ
キ
箇
條
、
雇
人
臓
罪
ノ
律
案
等
ナ
リ
ト
云
フ
。
…
：
是
二
依
テ
之
ヲ
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
レ

　
レ
バ
議
ス
ベ
キ
ノ
議
案
立
ツ
ベ
キ
ノ
法
例
ハ
元
老
院
中
二
充
満
セ
リ
ト
云
フ

　
モ
可
ナ
リ
。
其
レ
此
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
而
シ
テ
未
ダ
一
同
ダ
モ
本
會
議
ヲ
爲
シ

タ
ル
ア
ル
無
シ
．
（
馨

　
と
あ
る
の
は
、
そ
の
傍
讃
と
い
え
よ
》
）
。

　
元
老
院
は
、
八
年
四
月
十
四
日
に
設
け
ら
れ
、
七
月
五
日
に
は
開
院
式
も
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

行
さ
れ
た
が
、
そ
の
灌
限
の
問
題
て
内
閣
と
の
間
に
紛
雫
を
生
じ
、
八
年
中
は

ほ
と
ん
ど
開
店
休
業
の
状
況
で
、
本
格
的
な
議
案
審
議
が
開
始
さ
れ
た
の
は
九

年
一
月
以
降
で
あ
る
。
「

元
老
院
第
一
期
報
告
書
」
（
八
年
七
月
－
九
年
六
月
）

に
よ
る
も
、
八
年
中
に
下
附
さ
れ
た
議
案
の
記
録
は
全
く
敏
け
て
い
る
。
そ
れ

が
た
め
「
拷
問
可
塵
否
案
」
と
い
わ
れ
る
七
月
十
五
日
下
附
案
に
つ
い
て
も
、

正
確
な
名
繕
や
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
審
議
の
状
況
あ
る
い
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
6
）

結
末
に
關
し
て
も
確
實
に
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
審
議
未
了
の
ま
ま
葬
ら

れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
元
老
院
の
審
議
停
頓
に
鑑
み
て
政
府
が
議
案
の
返
澤

を
命
じ
た
の
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
つ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
陸
奥
意
見
書
の
前
掲

記
事
に
よ
つ
て
推
測
す
る
に
、
七
月
十
五
日
下
附
案
の
内
容
は
、
拷
問
制
度
の

全
面
的
塵
止
案
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
元
老
院
に
お
い
て
は
か
な
り
の
抵
抗
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
つ
た
こ
と
だ
け
は
、
確
實
な
事
實
と
み
て
い
い
。

　
さ
て
、
本
資
料
の
内
容
は
、
改
定
律
例
第
三
百
十
八
條
（
自
白
必
要
主
義
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
二
八
四
）

の
塵
止
を
ふ
く
む
拷
問
制
度
の
全
般
的
駿
止
に
關
す
る
布
告
案
と
、
そ
れ
に
俘

う
撃
謹
に
關
す
る
諸
法
律
案
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
前
に
述
べ
た
七
月
十
五

日
下
附
案
の
内
容
と
し
て
推
察
さ
れ
る
も
の
に
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
そ
の
使
用
罫

紙
が
八
年
度
ま
で
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
十
行
太
政
官
罫
紙
（
九
年
以
降
は

各
官
聴
用
紙
が
多
く
十
三
行
の
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
る
）
で
あ
る
こ
と
も
、

こ
の
推
察
を
ま
す
ま
す
ふ
か
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
推
察
が
正
し
い
も
の
と

す
れ
ば
、
本
資
料
は
、
元
老
院
大
書
記
官
細
川
潤
次
郎
（
八
年
四
月
二
＋
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

任
、
同
年
七
月
二
＋
日
椹
大
内
史
に
鱒
任
）
が
、
内
閣
か
ら
受
領
し
た
議
案
の

原
本
か
、
も
し
く
は
そ
の
爲
本
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
推
定
に
も
若
干
の
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
本
資
料
中
の
「
漸
獄
大
則
」
に
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
見
そ
の
他
に
よ
つ
て

若
干
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
未
完
成
草
案
の
状
態
が
そ
の
ま
ま
残
つ
て
い

る
鮎
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
し
も
元
老
院
へ
の
下
附
案
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し

た
未
完
成
欺
態
の
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
つ
と
も
そ
れ
は
元
老
院
へ
下
附

さ
れ
た
後
ち
に
、
元
老
院
で
行
わ
れ
た
修
正
の
跡
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い

℃
、
ま
た
、
内
閣
か
ら
追
加
的
に
訂
正
さ
れ
た
痕
跡
か
も
知
れ
な
い
。

　
本
資
料
が
、
七
月
十
五
日
元
老
院
下
附
案
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
細
川
が
法
制
局
の
一
等
法
制
官
在
職
中
（
八
年
九
月
二
＋
二
日
任
、
翌
九
年

四
月
八
日
元
老
院
議
官
に
韓
任
）
に
立
案
し
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
外
部
に
は

で
な
か
つ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
雁
七
月
十
五
日
元
老
院



下
附
案
で
あ
る
も
の
と
推
定
し
、
確
實
な
關
係
資
料
の
護
見
を
將
來
に
期
待
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
大
方
の
御
示
教
を
待
っ
所
以
で
あ
る
。

　
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
明
治
十
二
年
十
月
の
太
政
官
布
告
に
よ
つ
て
拷
問
制

度
は
全
面
的
に
駿
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
さ
き
だ
つ
約
四
年
前
、
た

と
え
そ
れ
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
建
白
書
の
影
響
で
あ
つ
た
に
も
せ
よ
、
内
閣
に
お

い
て
本
資
料
の
ご
と
き
か
な
り
詳
細
な
諸
法
律
案
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
室

に
注
目
す
べ
き
出
來
事
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
「
吾
園
丈
書
」
は
法
務
圖
書
館
の
所
藏
で
あ
る
。
現
在
、
整
理
中
で
あ

　
　
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閲
費
、
公
表
を
許
さ
れ
た
法
務
圖
書
館
の
御
厚
意

　
　
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
（
2
）
　
拙
稿
「
明
治
初
年
の
拷
問
制
度
i
そ
の
獲
止
過
程
の
一
研
究
1
」

　
　
・
拙
著
「
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
」
・
一
〇
九
頁
以
下
。

　
（
3
ノ
　
「
元
老
院
會
議
筆
記
」
明
治
九
年
四
月
二
＋
一
日
の
條
。

　
（
4
」
　
前
掲
書
・
同
前
。

　
（
5
）
　
尾
佐
竹
猛
「
元
老
院
の
性
格
」
・
「
明
治
丈
化
の
新
研
究
」
二
一
〇
頁

　
　
以
下
、
財
政
纒
濟
學
界
編
「
元
老
院
會
議
筆
記
」
前
期
第
一
巻
の
解
題
「
元

　
　
老
院
に
就
い
て
一
四
頁
以
下
等
参
照
。

　
（
6
）
　
前
掲
拙
著
・
二
．
一
八
頁
註
（
1
）
参
照
。

　
へ
7
）
　
前
掲
書
・
一
三
二
頁
Q

　
（
8
）
　
細
川
の
履
、
歴
は
「
百
官
履
．
歴
」
（
史
籍
協
會
本
）
　
下
巻
四
三
一
頁
以

　
　
下
に
橡
る
。

拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

一

前
謡
（
1
）
　
ゴ
ヂ
の
部
分
は
朱
筆
を
示
す
。

　
　
（
2
）
　
傍
線
の
部
分
は
抹
潰
を
示
し
、

　
　
　
あ
る
。

甲

行
問
の
丈
字
は
書
き
込
み
で

　
御
布
告
按

自
今
拷
訊
被
塵
候
事

　
　
胆

　
　
附
新
律
綱
領
拷
訊
二
係
ル
ノ
條
ハ
並
二
被
駿
候
事

改
定
律
例
第
三
百
十
八
條
被
塵
候
事

　
　
乙

　
今
度
拷
訊
被
駿
從
テ
改
定
律
例
第
三
百
十
八
條
被
魔
候
二
付
テ
ハ
漸
獄
大
則

左
ノ
通
リ
被
定
候
事

　
　
　
第
二
條

　
　
凡
違
警
犯
ヲ
断
ス
ル
ニ
被
告
人
答
辮
ノ
謹
ヲ
學
ク
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
ハ

　
專
ラ
警
察
官
ノ
報
呈
二
据
リ
罪
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
被
告
人
謹
ヲ
學
ル
者
ハ

　
鋼
質
シ
テ
之
ヲ
決
ス

（
欄
外
書
込
ー
手
塚
註
）

爾
生
　
第
二
條

　
　
凡
輕
重
罪
ヲ
藝
ル
ハ
警
ノ
馨
ヲ
以
テ
鑛
ト
シ
委
ル
ニ
衆
轟

顛
鵜
馨
ヒ
馨
人
ノ
・
供
ヲ
以
テ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
二
八
五
）



　
　
　
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

　
　
第
三
條

　
　
懲
役
百
日
以
下
ノ
罪
二
係
ル
者
ハ
被
告
人
首
服
セ
ズ
ト
錐
モ
讃
二
振
リ
罪

　
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
第
四
條

　
　
懲
役
一
年
以
上
三
年
以
下
ノ
罪
二
係
ル
者
其
現
行
犯
ニ
シ
テ
衆
謹
明
白
ナ

　
ル
者
ハ
被
告
人
首
服
セ
ス
ト
羅
モ
亦
罪
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
其
現
行
犯
二
非

　
（
ま
ま
）

　
シ
テ
而
シ
テ
被
告
人
首
服
セ
サ
ル
者
ハ
下
調
ヲ
行
フ
ノ
後
府
縣
裁
到
所
二
於

テ
贅
官
三
人
以
上
廷
二
列
シ
翁
ヲ
行
フ
ヘ
シ
鶏
欝
瑚
三
人
同
馨

罪
ト
到
ス
ル
ト
キ
ハ
印
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
其
二
人
無
罪
ト
ス
ル
時
ハ
ニ
人
ノ

読
二
從
フ
其
二
人
有
罪
ト
ス
ト
錐
モ
其
一
人
無
罪
ト
ス
ル
時
ハ
更
二
一
人
ヲ

　加へ

審
判
シ
多
籔
昌
決
シ
傍
ホ
多
数
ヲ
得
ザ
ル
ト
キ
ハ
叉
逓
二
一
人
ヲ
加
フ

　
　
　
第
五
條

　
　
懲
役
五
年
以
上
ノ
罪
ヲ
断
ス
ル
ハ
必
ス
下
調
ヲ
用
フ
其
現
行
犯
二
係
リ
及

　
ヒ
被
告
人
首
服
ス
ト
錐
モ
必
ス
讃
愚
備
サ
ニ
具
ハ
ル
ヲ
待
テ
始
テ
公
到
二
付

　
ス
被
告
人
首
服
セ
サ
ル
者
ハ
現
行
犯
ト
錐
モ
公
到
ノ
法
働
ホ
前
條
二
同
シ

　
　
　
第
六
條

　
　
凡
人
ヲ
罪
ス
ル
ハ
護
二
愚
ル
審
問
シ
テ
謹
ナ
キ
者
ハ
疑
ヲ
以
テ
罪
ヲ
決
ス

　
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
叉
掩
滞
勾
留
ス
ベ
カ
ラ
ズ

　
　
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
改
正
左
ノ
如
シ

（
欄
外
張
紙
ー
手
塚
駐
）

薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
二
八
六
）

鵜
人
ノ
罪
ヲ
藝
ル
ハ
必
蕪
二
据
ル
「
難
ル
後
蕪
ゆ
元
カ
ラ
サ
ル

者
ハ
疑
察
若
シ
ク
ハ
痕
跡
ヲ
以
テ
罪
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
及
ヒ
滝
滞
勾
留

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

　
　
第
七
條

　
凡
ソ
告
訴
ヲ
受
ル
者
裁
判
官
ヨ
リ
科
罪
ノ
裁
決
ヲ
得
ル
ニ
至
ル
迄
ハ
概
シ

ト
ヲ
得
ズ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
威
分
ヲ
除
ク
ノ
外
繭
切
惨
酷
ノ

ヲ
得
ズ

テ
無
罪
ヲ
以
デ
視
稻
シ
テ
被
告
人
ト
ナ
シ
賊
若
ク
ハ
罪
人
ノ
名
ヲ
用
フ
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
ヲ
行
フ
コ
ト

丙

　
　
　
御
布
告
按

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
今
度
拷
訊
被
塵
候
二
付
テ
ハ
罪
犯
告
護
心
得
並
刑
事
謹
佐
人
規
則
別
班
ノ
通

被
定
候
事

　
罪
犯
告
饗
心
得
條
例

　
　
第
一
條

凡
ソ
大
小
文
武
ノ
蔓
譲
務
ヲ
行
フ
・
當
テ
蟹
ノ
罪
犯
謬
講
螺

ス
ヲ
覧
知
シ
タ
ル
時
ハ
必
ス
其
ノ
見
ル
所
若
ク
ハ
聞
ク
所
二
据
リ
直
チ
ニ
瞼

官
勢
圃
馨
酵
磐
舞
シ
文
書
慧
ヲ
得
ル
責
併
セ
一
ア
之
羨



付
ス
ヘ
シ

　
　
第
二
條

　
凡
ソ
李
民
何
人
ヲ
論
セ
ス
其
ノ
干
名
犯
義
ノ
律
二
鰯
ル
・
者
ヲ
除
ク
ノ
外

凡
ソ
殺
傷
賊
盗
ノ
類
危
害
ノ
罪
犯
ア
ル
ヲ
見
タ
ル
時
ハ
己
レ
ニ
關
カ
ル
ト
關

カ
ラ
サ
ル
ト
ヲ
間
ハ
ス
必
ス
直
チ
ニ
検
官
若
ク
ハ
警
察
官
二
報
知
ス
ヘ
シ

　
　
第
三
條

罪
犯
ヲ
報
知
ス
ル
ニ
ハ
或
ハ
蕃
ヲ
作
－
讐
二
塗
シ
縦
娠
禦
ル

或
ハ
検
官
若
ク
ハ
警
察
官
二
面
謁
シ
テ
ロ
述
シ
其
筆
録
ヲ
乞
フ
コ
ト
本
人
ノ

意
二
随
フ
其
ノ
自
ラ
文
書
ヲ
作
ル
コ
ト
能
ハ
ス
シ
テ
代
人
ヲ
雇
ヒ
代
書
セ
シ

メ
及
ヒ
代
人
ヲ
遣
リ
告
護
セ
シ
ム
ル
コ
ト
亦
其
便
二
從
フ

　
検
察
官
ヨ
リ
筆
録
シ
與
ヘ
タ
ル
時
ハ
本
人
若
ク
ハ
代
人
其
末
二
名
ヲ
署
シ

花
押
シ
若
ク
ハ
捺
印
ス
ベ
シ
若
シ
署
名
花
押
若
ク
ハ
捺
印
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ

ル
時
ハ
其
故
ヲ
記
ス
ベ
シ

　
　
第
四
條

　
罪
犯
ヲ
報
知
ス
ル
ノ
交
書
ニ
ハ
必
ス
自
己
若
ク
ハ
自
己
ト
代
人
ノ
住
所
職

業
姓
名
ヲ
墨
ケ
共
二
捺
印
若
ク
ハ
花
押
ス
ヘ
シ
匿
名
ノ
文
書
ヲ
用
フ
ヘ
カ
ラ

ス
而
シ
テ
其
ノ
事
犯
ノ
情
状
日
時
及
犯
人
ノ
住
所
職
業
姓
名
ヲ
撃
ク
ヘ
シ
犯

人
未
タ
獲
畳
セ
ス
シ
テ
凋
リ
其
状
貌
衣
装
ヲ
知
リ
得
ヘ
キ
者
ハ
叉
之
ヲ
學
ク

其
謹
人
タ
ル
ヘ
キ
者
ア
レ
ハ
叉
其
ノ
住
所
職
業
姓
名
ヲ
學
ク
ヘ
シ

　
　
第
五
條

　
　
　
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

　
告
護
者
故
造
謎
告
二
出
ル
コ
ト
護
畳
シ
タ
ル
時
ハ
謎
告
律
二
依
リ
庭
分
ス

ル
ヲ
除
ク
ノ
外
其
疎
率
考
ヲ
失
フ
ニ
出
ル
者
ハ
告
ル
所
實
ナ
ラ
ス
ト
錐
モ
罪

ヲ
論
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
但
シ
被
告
人
ヨ
リ
賠
償
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
而
シ
テ
賠

償
ノ
堂
否
ハ
裁
到
官
ノ
裁
決
二
任
ス
私
二
相
報
復
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

刑
事
讃
佐
人
規
則

　
　
第
一
條

　
凡
ソ
耶
民
現
行
犯
ア
ル
ニ
逢
フ
者
検
官
ヨ
リ
検
覗
終
ル
マ
テ
ノ
間
其
場
ヲ

立
チ
去
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
旨
指
令
ス
ル
時
ハ
其
令
二
從
フ
ヘ
シ
而
シ
テ
検
官
ノ

問
二
感
シ
見
聞
ス
ル
所
ヲ
申
述
へ
口
書
二
花
押
若
ク
ハ
揖
印
ス
ヘ
シ
若
シ
瞼

官
ノ
令
二
違
ヒ
同
避
逃
走
ス
ル
者
ハ
直
チ
ニ
勾
留
シ
テ
裁
剣
官
二
付
シ
違
令

ヲ
以
論
シ
印
決
ス

　
　
第
二
條

　
瞼
官
犯
人
若
ク
ハ
被
害
人
ノ
近
隣
若
ク
ハ
犯
所
ノ
近
隣
ノ
人
ヲ
喚
間
ス
ル

時
ハ
令
二
從
ヒ
申
述
へ
口
書
二
花
押
若
ク
ハ
揖
印
ス
ヘ
シ
同
避
ス
ル
者
ハ
違

令
ヲ
以
テ
論
ス
ル
コ
ト
前
二
同
シ

　
　
第
三
條

　
　
　
の

　
皇
族
華
族
勅
奏
任
官
ヲ
除
ク
ノ
外
凡
ソ
官
吏
軍
民
ヲ
論
セ
ス
裁
判
官
ヨ
リ

喚
出
状
ヲ
以
何
月
何
日
何
時
二
何
件
二
付
キ
謹
人
ト
シ
テ
出
頭
ス
ヘ
キ
旨
ヲ

達
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
日
時
ヲ
誤
ラ
ス
出
頭
ス
ヘ
シ
若
シ
出
頭
セ
サ
ル
ト
キ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
二
八
七
）



　
　
　
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

裁
判
官
ヨ
リ
警
卒
ヲ
遣
リ
之
ヲ
引
出
サ
シ
ム
其
ノ
猶
ホ
抵
抗
シ
テ
出
テ
ズ
若

ク
ハ
逃
走
ス
ル
者
ハ
警
卒
之
レ
ヲ
掌
捕
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ

　
　
第
四
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
レ

若
シ
呼
鰻
ヲ
受
ケ
羨
病
蓼
ハ
驚
講
零
出
蓼
能
ハ
サ
ル

者
ハ
呼
出
刻
限
ヨ
リ
前
其
故
ヲ
裁
到
所
二
屈
出
ツ
ヘ
シ
疾
病
ハ
瞥
師
ノ
謹
書

ヲ
添
フ
ヘ
シ

　
　
第
五
條

　
呼
出
状
ヲ
受
ル
ノ
謹
人
故
ナ
ク
シ
テ
出
頭
セ
ズ
若
ク
ハ
疾
病
事
故
ア
リ
テ

届
書
ヲ
出
サ
ザ
ル
者
ハ
違
令
ノ
輕
重
二
問
ベ
シ
其
ノ
事
二
托
シ
テ
事
其
實
二

非
ス
病
ト
構
シ
テ
病
候
ナ
キ
ト
キ
ハ
詐
爲
律
二
依
ル
馨
師
ノ
謹
書
ヲ
爲
造
セ

ル
者
ハ
不
鷹
爲
重
ヲ
科
ス

　
　
第
六
條

謹
人
本
畠
頭
セ
ソ
ー
ス
ル
・
臨
テ
俄
力
・
叢
ア
嘉
鞭
嬢
罐
關

愁
騰
出
頭
濠
ケ
ザ
ル
煮
早
肇
故
ヲ
贅
所
・
屈
ケ
出
へ
箕
ノ

未
タ
屈
ケ
出
サ
ル
者
警
卒
勾
引
ス
ル
ノ
後
其
故
ヲ
辮
ス
ル
者
ハ
情
二
從
ヒ
罪

ヲ
論
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
第
七
條

　
謹
人
ハ
謹
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ノ
前
二
先
ツ
裁
到
官
二
向
テ
左
ノ
誓
紙
ヲ
捧
ク

ヘ
シ

　
　
　
　
今
度
御
尋
ニ
ナ
ル
事
件
二
付
テ
ハ
私
見
聞
並
二
承
知
シ
居
ル
タ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
二
八
八
）

　
　
　
ノ
實
事
ヲ
確
二
申
シ
上
ク
ベ
シ
誓
紙
如
件

　
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
誰

　
　
　
　
　
　
裁
判
所

　
　
右
誓
紙
ノ
例
丈
ハ
裁
判
所
二
於
テ
耶
日

　
　
印
刷
シ
讃
人
出
頭
シ
タ
ル
時
之
ヲ
與
フ

誓
紙
ニ
ハ
謹
人
姓
名
ヲ
手
筆
シ
及
ヒ
花
押
セ
シ
ム
若
シ
手
筆
ス
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
者
ハ
裁
判
所
ノ
馬
爲
二
其
ノ
姓
名
ヲ
書
シ
而
シ
テ
本
人
之
二
栂
印
ス

ヘ
シ

　
　
第
八
條

誰
人
若
シ
誓
紙
ヲ
捧
ク
ル
コ
ト
ヲ
拒
ム
時
ハ
勾
留
ヲ
受
ケ
違
令
重
ヲ
科
ス

ヘ
シ
但
シ
＋
護
需
ノ
男
女
及
ヒ
被
告
人
ノ
親
族
鷺
親
及
其
ノ
奴
轟

墜
ハ
簸
ヲ
捧
ク
ル
ニ
及
ハ
ス
及
藷
人
ト
シ
・
ア
呼
出
ヲ
受
ル
者
本
事
犯

ノ
同
犯
若
ク
ハ
從
犯
ナ
ル
時
ハ
其
旨
ヲ
述
ヘ
テ
誓
紙
ヲ
捧
ク
ル
ニ
及
ハ
ス

　
　
第
九
條

　
謹
人
誓
紙
ヲ
捧
ヶ
タ
ル
ノ
後
詐
爲
ヲ
構
へ
曲
庇
或
ハ
謎
告
ス
ル
者
ハ
獲
見

ス
ル
ノ
後
爲
謹
律
二
依
リ
庭
断
ス
但
シ
審
到
未
タ
決
セ
サ
ル
ノ
間
自
重
シ
テ

更
ラ
ニ
情
ヲ
言
フ
者
ハ
科
断
ス
ル
コ
ト
ヲ
冤
ス

　
　
第
十
條

　
若
シ
裁
判
官
問
訊
ス
ル
所
ノ
事
二
於
テ
謹
人
故
サ
ラ
ニ
陰
秘
シ
知
ラ
ズ
ト

答
フ
ル
者
其
ノ
故
造
隠
秘
タ
ル
コ
ト
襲
覧
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
亦
爲
謹
律
二
据
ル

但
シ
自
首
ス
ル
者
ハ
前
條
二
同
シ



　
　
第
十
一
條

親
族
相
罐
シ
欝
蔽
煽
騒
家
長
ノ
爲
・
罐
シ
罐
む
謹
候

及
代
書
代
言
人
ノ
僑
托
ヲ
受
ヶ
タ
ル
事
件
若
ク
ハ
檜
徒
繊
悔
ノ
僑
托
ヲ
受
ケ

タ
ル
事
件
ハ
隠
秘
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
ヲ
除
ク
ノ
外
私
交
ヲ
以
テ
隠
秘
ノ
誓
約

ヲ
ナ
シ
タ
ル
ト
雛
モ
“
裁
到
虐
目
ノ
喚
問
二
到
シ
テ
讃
…
拳
ヲ
鮮
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ

カ
ラ
ズ

　
　
第
十
二
條

　
讃
人
ノ
供
述
ハ
厨
官
録
取
シ
テ
ロ
書
ト
ナ
シ
供
述
巳
二
終
ル
時
ハ
ロ
書
ヲ

謹
人
二
讃
ミ
聞
カ
セ
若
シ
ク
ハ
之
二
展
覗
セ
シ
メ
謹
人
甘
結
ス
ル
ノ
後
之
二

姓
名
ヲ
手
筆
シ
及
ヒ
花
押
シ
其
ノ
手
筆
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
ハ
裁
判
所
ノ

馬
爲
二
其
ノ
姓
名
ヲ
書
シ
本
人
之
二
揖
印
ス
ヘ
シ
下
調
ノ
後
公
判
二
於
テ
再

問
シ
讃
人
ノ
言
フ
所
前
後
差
異
ア
ル
ト
キ
ハ
更
二
其
ノ
差
異
ヲ
録
取
ス
其
ノ

反
異
ス
ル
ニ
至
ル
者
ハ
詰
責
シ
テ
情
ヲ
推
ス
ヘ
シ

　
　
第
十
三
條

　
告
獲
人
若
ク
ハ
謹
人
ノ
誕
告
タ
ル
コ
ト
襲
畳
シ
タ
ル
時
ハ
印
時
勾
引
シ
テ

審
訊
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ

　
　
第
十
四
條

　
謹
人
ヲ
喚
出
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
旅
費
及
日
當
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
明
治
七
年
七
月

廿
日
ノ
布
告
二
循
フ

　
　
第
十
五
條

　
　
　
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法
律
案

　
讃
人
ノ
故
造
謎
告
タ
ル
コ
ト
護
畳
ス
ル
者
ハ
謎
告
律
二
依
リ
若
ク
ハ
傭
誰

律
二
依
ル
ヲ
除
ク
ノ
外
撃
ル
所
錯
誤
ア
ル
ヲ
冤
レ
ザ
ル
者
ハ
之
ヲ
取
捨
ス
ル

コ
ト
裁
到
官
ノ
意
二
随
フ
ヲ
以
テ
其
ノ
謹
人
ハ
罪
ヲ
論
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
而
シ

テ
謎
告
ト
錯
誤
ト
ヲ
論
セ
ス
被
告
人
私
二
相
報
復
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
第
十
六
條

　
被
告
人
若
ク
ハ
被
告
人
ノ
窯
類
告
嚢
人
若
ク
ハ
讃
人
二
封
シ
怨
讐
ヲ
抱
キ

私
二
相
報
復
ス
ル
ヲ
以
テ
殺
傷
及
其
ノ
他
ノ
事
犯
ヲ
行
フ
者
ハ
並
二
本
罪
二

二
等
ヲ
加
フ
其
情
重
キ
者
ハ
謀
テ
未
タ
行
ハ
ス
ト
錐
モ
猶
ホ
已
二
行
フ
者
ト

同
ク
論
ス

丁
　
　
御
布
告
按

儒
謹
律
左
ノ
通
被
定
候
事

　
刑
事
ノ
誰
人
誓
ヲ
宣
フ
ル
ノ
後
詐
爲
ヲ
以
テ
謎
告
若
ク
ハ
曲
庇
ス
ル
者
ハ

懲
役
五
年
以
下
一
年
以
上
其
ノ
財
ヲ
受
ケ
若
ク
ハ
密
約
ア
ル
者
ハ
等
ヲ
加
フ

謳
ル
所
ノ
罪
更
二
重
キ
者
ハ
証
告
律
二
依
リ
反
坐
ス

　
　
但
新
律
綱
領
誕
謹
ノ
律
塵
セ
ラ
レ
候
事六

一

（
二
八
九
）


